実技課題
実技課題
「各種姿勢ＴＩＧ溶接」

	１．作業時間

　　　標準時間　１５０分（休憩時間、作業準備時間除く）

　　　最終終了時間　２００分

　２．配付物
　　　・課題仕様
      ・材料
　・課題図面
　・評価要領（評価時に配付）

・チェックシート（７枚）（評価時に配付）
・訓練課題確認シート（評価終了後に配付）

　３．提出物

・課題（作品）
・チェックシート（７枚）
・訓練課題確認シート




課題仕様

課題図面に示す溶接施工を行う。
1． 支給材料（全てＳＵＳ３０４）
部材①　ｔ３×５０×１５０　・・・２枚

部材②　ｔ３×５０×９０　　・・・４枚
2． 作業工程
（１）材料の形状・寸法の確認

・支給材料が規定の寸法のものか確認すること。寸法・形状が著しく違っているものや損傷が見られるものは事前に交換を申し出ること。なお、支給された材料について若干の誤差は、今課題の評価対象に影響はないこと。
（２）溶接施工

・溶接における開先角度、ルート間隔、ルート面及び層数、パス数、電流値等の条件は特に定めないので個人の判断で行うこと。

・本溶接は、図面に指示された姿勢で行うこと。
・溶接番号①の本溶接について、裏波溶接を行う（バックシールドができ、かつ、ひずみの防止できる治具等を用いる）こと。
　・本溶接の順序について溶接番号②～⑦は自由とするが、溶接番号①は最初に
行うこと。
　　　　・溶接番号②、③の本溶接について、溶接番号①の裏ビードを除去する場合は、

必要最小限のグラインダー加工を行うこと。
　　　　・溶接の際、各継手の仕上げ層については溶接棒を使用すること。
（３）自己評価

　　　　・全ての本溶接終了後、指導員に申告し、「チェックシート」７枚を受け取り、指示されている箇所の評価を行うこと。測定方法等は同時配付の「評価要領」を参考とすること。
（４）訓練課題確認シート
        ・自己評価を行った「チェックシート」の結果をもとに、「訓練課題確認シート」
          へ得点を記載すること。「訓練課題確認シート」内の評価区分で、「作業時間」および「安全作業」の減点数については、指導員に確認をしてから得点を記載すること。

（５）提出物
        ・課題（作品）および「チェックシート」７枚と「訓練課題確認シート」の３点を指導員に提出すること。

3． 注意事項
(1) 溶接部を研削等で除去後の補修溶接は認めない（肉盛りによる補修は可）。
(2) 評価している時間は作業時間から除外しないので、すばやく行うこと。
(3) 最終終了時間になったら、製作途中であっても全ての作業を中断し、そこまでの評価を行うこと。

4． 使用可能工具及び機器
以下に挙げる機器及び工具以外で必要なものは指導員に申し出ること。
	番号
	工具名
	必要数
	備考

	１
	けがき針
	人数分
	

	２
	スケール
	人数分
	３００ｍｍ

	３
	ノギス
	２人に１個
	１５０ｍｍ

	４
	溶接ゲージ
	２人に１個
	

	５
	スコヤ
	人数分
	

	６
	やっとこ
	人数分
	

	７
	やすり
	人数分
	

	８
	ハンマ
	人数分
	

	９
	ディスクグラインダー
	２人に１個
	

	１０
	保持具
	２人に１個
	クランプ等

	１１
	バックシールド用治具
	２人に１ｾｯﾄ
	

	１２
	溶接用保護具一式
	人数分
	

	１３
	ＴＩＧ溶接機一式
	
	

	
	
	
	


